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特集

地域移行・地域定着の実践 
　―精神科病院の取り組み：チーム医療・地域連携を目指して …………………………… 酒井道代

在宅支援　①　―地域精神医療，ACTでの取り組み ……………………………………… 渡邊真里子

「協働」で取り組む精神疾患への在宅支援 …………………………………………… 遠藤真史

肉（焼肉）と魚（漁業）から精神障害者の就労を考える 
　―ソーシャル焼肉屋を目指すKING KONGの挑戦 ……………………………………… 仲地宗幸

精神疾患への在宅支援

※都合により誌面が変更される場合がございます。

周知のとおり先の介護保険の見直しにより，従来の地域支援事業は大きくその内容が変
更された。具体的には，従来の介護予防事業は，新しい介護予防・日常生活支援総合

事業（以下，総合事業）となり，要支援者への訪問介護，通所介護がこの総合事業に含ま
れた。同時に，一次・二次予防事業を区別せず地域の実情に応じた効果的・効率的な介護
予防の取り組みを推進することが求められ，ここに，地域リハビリテーション活動支援事
業の名称のもと，介護予防の取り組みを強化するためにリハ専門職の積極的関与が期待さ
れている。
　また，包括的支援事業は従来，地域包括支援センターの運営のみであったが，新たに在
宅医療・介護連携推進事業，認知症施策推進事業，生活支援体制整備事業が加わった。ま
た地域包括支援センターの運営には，地域ケア会議の充実が盛り込まれ，ここにもリハ専
門職の関与が期待されている。
　このような状況下，リハ専門職は介護予防への関与に注意が向き，在宅医療・介護連携
や認知症施策への関心が薄いように見受けられる。リハ専門職は，①　雇用されている病院
職員としての立場，②　専門職能団体に帰属している立場の二面性を持つ。既述の総合事業
や地域ケア会議への関与は，どちらかというと後者としての活動を通した社会貢献の意味
合いが強いように思える。事実，PT・OT 協会は会員に対して積極的に啓発活動を展開し
ていると聞く。一方で在宅医療・介護連携などに関しては，前者としての立場で他施設と
の連携を考えることが多いように思える。
　私が勤務する病院（以下，当院）がある大分市では，市と医師会が連携し，所轄する地
域包括支援センターのエリアごとに在宅医療・介護連携の事例検討を行っている。これま
で開催の情報が現場まで回らないこともあり，リハ専門職が参加することはほぼなかっ
た。そこで一考して，しっかりと情報をキャッチして当院のリハ専門職の参加を積極的に
促すようにした。すると，多職種の参加者から歓迎され，「この事例でのリハ的なかかわり
はどうあれば良いのか？」「介護予防的にはどのような運動をすると良いのか？」「これま
で，あまりリハ専門職の方と直接意見を交わす機会がなかったので，今後はもっと参加し
てほしい！」などの意見が寄せられた。当院リハ専門職は，地域との距離を縮め，日常業
務のあり方にも思いを巡らせ始めている。諸会議に積極的に参加し，自分たちのできるこ
とや役割を伝えることこそ，これからの地域貢献の第一歩ではないかと感じるこの頃であ
る。
　さて，今回の特集は訪問リハである。このことも在宅医療・介護連携の会議で話題に上
がる。それは，訪問リハを使いたくても指示書の取り扱いが煩雑で使いづらい。みなし指
定で訪問リハ事業を掲げており，リハ職は兼務の事業所が多く，訪問してもらいたい時間
帯に対応できない場合が多々あるなどである。
　地域完結型の医療・介護連携構築が，地域包括ケアが目指す姿である。その実現へのア
プローチは，地域支援事業の枠にある各事業を見てもさまざまである。リハ専門職は病院
への帰属意識を中心に据え，総合事業に携わることが肝要ではないかと思う。
 編集委員　佐藤浩二
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